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試合番号 ： 431 試合会場 ： 俵田翁記念体育館 観客数 ： 1,223

開始時間 ： 12:00 終了時間 ： 13:52 試合時間 ： 01:52 主審： 北村　友香 副審： 冨田　博一

日立リヴァーレ 通
算

2 勝 0 敗

3

25 第1セット 22

1

ヴィクトリーナ姫路 通
算

0 勝 2 敗

ポイント： 7 ポイント： 1

監
督
コ
メ
ン
ト

　Ⅴ１残留をかけた今日の１戦を、しっかり勝ち取ることができて良かっ
たです。残留決定とはなりましたが、今大会のこの３戦を確実に勝ち切る
ことが目標なので、気を抜かず自分たちのやるべきバレーで明日も戦って
いきたいと思います。本日は、お足元の悪い中応援にかけつけて頂いた皆
様、ありがとうございました。明日も引き続きどうぞ宜しくお願い致しま
す。

25 第２セット 16
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日に引き続き、私たちを後押しする力強いご声援をありがとうござい
ました。必死で応援してくださる皆さんの想いに応えられなかったこと、
勝ちにつなげられなかったことが本当に悔しいです。熱い想いにどうして
も応えたかった。
ただやはり、全てにおいてそんなに甘くない、勝負の世界の厳しさを痛感
した一戦でした。
明日の試合は１つでも順位を上げられるよう、チーム全員でポイントをつ
かみとりにいきたいと思います。
本日はありがとうございました。

21 第３セット 25

25 第４セット 18

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　プレミアカンファレンス５位の日立リヴァーレと同じくプレミアカンファレンス６位のヴィクトリーナ姫路の対戦。
　第１セット、序盤から一進一退の攻防が続いたが、タップ、芳賀の活躍により、日立が抜け出し先取した。
　第２セット、芳賀のサービスエースでリードした日立が、中盤以降一気に突き放してセットを連取した。
　第３セット、姫路が反撃を開始。吉岡のサービスエースをきっかけに、松本、貞包の活躍でリードを広げた姫路がセットを奪取した。
　第４セット、タップのブロックで日立が流れをつかむ。姫路も応戦するが、リードを広げた日立がセットを取り、３－１で勝利した。

試合番号 ： 432 試合会場 ： 俵田翁記念体育館 観客数 ： 1,309

開始時間 ： 15:00 終了時間 ： 17:24 試合時間 ： 02:24 主審： 増岡　三佳子 副審： 吉岡　奈々

PFUブルーキャッツ 通
算

1 勝 1 敗

2

22 第１セット 25

3

KUROBEアクアフェアリーズ 通
算

1 勝 1 敗

ポイント： 4 ポイント： 2

監
督
コ
メ
ン
ト

　自分達が点数を取るべきところで明日はしっかりと得点できるようにし
ていきたい。
　今シーズン最後のリーグ戦となるよう、明日は戦い切りたい。本日も応
援、ありがとうございました。

27 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　チャレンジ４、２戦目、絶対に負けられないゲームでした。メンバーの
モチベーションも高く、１セット目からいいリズムで戦うことができまし
たが、２セット目以降、PFUのスピードある攻撃に苦しめられ、なかなか
リズムがつくれませんでした。５セット目もリードしたものの、PFUの粘
り強いつなぎからの攻撃に苦しめられましたが、最後は勝ち切ることがで
きました。明日、最終の姫路戦をチーム全員で勝ちたいと思います。今度
ともご声援よろしくお願いいたします。

16 第３セット 25

25 第４セット 18

14 第５セット 16

要
約
レ
ポ
l
ト

　スターカンファレンス５位のPFUブルーキャッツと同じくスターカンファレンス６位のKUROBEアクアフェアリーズの対戦。
　第１セット、序盤からリー、舛田の活躍によりKUROBEが流れをつかみ、先取した。
　第２セット、PFUが津賀、清水の活躍でリードを広げる。対するKUROBEもリーのスパイクなどで粘りを見せたが、最後は堀口のスパイクでPFUがセットを奪取した。
　第３セット、KUROBEが中盤にリーのスパイクなどでリードを広げる。PFUも粘りを見せるが、勢いを止めきれずKUROBEがセットを取り返す。
　第４セット、PFUが中盤以降リードを広げ、その勢いのままセットを取り返す。
　第５セット、綿引のサービスエースでKUROBEが流れをつかむ。対するPFUも粘りを見せデュースに持ち込むが、KUROBEが打ち勝ちセットを奪取、３－２で勝利した。

試合番号 ： 433 試合会場 ： サイデン化学アリーナ（さいたま市記念総合体育館） 観客数 ： 1,500

開始時間 ： 12:05 終了時間 ： 13:56 試合時間 ： 01:51 主審： 明井 寿枝 副審： 佐々木 伸子

JTマーヴェラス 通
算

1 勝 0 敗

3

14 第１セット 25

1

久光製薬スプリングス 通
算

0 勝 1 敗

ポイント： 6 ポイント： 0

監
督
コ
メ
ン
ト

　ファイナル８初戦は女王久光製薬スプリングス。
　久光製薬はファイナル常連チームで１セット目から最高のパフォーマン
スで私たちにプレッシャーを与えて来た。セッター籾井が２セット目から
自分達のオフェンスをコントロールし、両サイドの決定力を上げて行った
。
　セットを進めるごとに、サーブとブロック＆ディグのトータルディフェ
ンスが機能し久光製薬の攻撃力を低下させることが出来、勝利する事が出
来た。
　本日は多くの皆様にご声援いただき、感謝申し上げます。１つ１つの試
合を自分達の良い経験とし、全力で戦って行きます。ありがとうございま
した。

25 第２セット 12
監
督
コ
メ
ン
ト

　ファイナル８初戦、スターカンファレンス優勝のチームを相手にこれま
での１週間しっかりと準備し、チャレンジャーとして試合に臨む事が出来
た。
　１セット目は自チームのサーブで崩してディフェンス、オフェンス共に
しっかり機能させる事が出来た。
　しかし、２セット目以降、サーブで崩され苦しい局面を打破出来なかっ
た。まだまだ自分達の力を出し切れていないと感じている。それぞれの力
を集結させ、次戦に臨み、結果にこだわりたい。
　厳しい戦いが続くが、サポーターの皆様と共に戦います。ご声援よろし
くお願いします。

25 第３セット 14

25 第４セット 19

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ファイナル８・Ｂグループ、スターカンファレンス優勝のＪＴマーヴェラスとリーグ三連覇を狙う久光製薬スプリングスとの対戦。
　第１セット、ファーストテクニカルタイムまでは、ＪＴはドルーズ、久光製薬は井上、石井の活躍で一進一退の攻防が続くが、久光製薬はファビアナのブロックでムードを掴むと、セッター小島が新鍋、
岩坂、井上、石井の多彩な攻撃で主導権を握り、25－14で先取した。
　第２セット、久光製薬は井上、新鍋のスパイクで得点を重ねるも、ＪＴドルーズのサービスエースやスパイク、田中（瑞）の好レシーブとスパイク、チャレンジ成功、セッター籾井のツーアタックで勢い
が止まらずＪＴが25－12でセットを取り返した。
　第３セット、久光製薬は岩坂、井上のスパイクで得点するが、ＪＴはカムンタラーのスパイクと田中（瑞）のサービスエースなどで第２セットの勢いのまま主導権を握る。中盤以降も籾井の華麗なトスワ
ークにより、ドルーズ、林のスパイク、芥川のバックアタック、ブロード攻撃で得点を重ね25－14で勝利し、セットカウントを２－１とした。
　第４セット、序盤、久光製薬はファビアナ、新鍋、岩坂のスパイク、小島のブロックで主導権を握るが、ＪＴはドルーズ、林、田中（瑞）のスパイク、ドルーズのブロックで逆転する。終盤、久光製薬は
セッターを栄に替えファビアナのスパイク、ブロックで反撃するが、決定力が勝ったＪＴが25－19、セットカウント３－１で勝利した。

試合番号 ： 434 試合会場 ： サイデン化学アリーナ（さいたま市記念総合体育館） 観客数 ： 1,300

開始時間 ： 15:00 終了時間 ： 17:15 試合時間 ： 02:15 主審： 種元 桂子 副審： 桑原 健輔

岡山シーガルズ 通
算

1 勝 0 敗

3

25 第１セット 18

2

トヨタ車体クインシーズ 通
算

0 勝 1 敗

ポイント： 4 ポイント： 2

監
督
コ
メ
ン
ト

　１セット目、シーガルズのリズムで勝利し少しほっとしたのか、２セッ
ト目ちぐはぐなプレーからトヨタ車体に流れが移ってしまった。
　３セット目に持ちなおしたが、双方に緊張感が必要以上に出てフルセッ
トまでもつれてしまった。
　５セット目は持ち前の粘りあるつなぎで逃げ切り勝利できた。
　来週につながる流れが出てきたように思うので、頑張っていきたい。
　本日は寒い中、大変多くのファンの方が応援にかけつけて下さり、あり
がとうございました。来週もよろしくお願いします。

22 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　この試合の為に準備してきた部分が発揮された部分と、そうではない部
分の差が大きく、競った時に力みが出たのは残念。
　前回の試合から成長していることを前向きにとらえ、次戦に生かしてい
きたい。
　岡山シーガルズも、若い選手の技術が向上しており、交代で入ってきた
後のプレーも素晴らしい。
　次戦に向けて気持ちを高めて、挑みたい。多くの応援ありがとうござい
ました。

25 第３セット 16

23 第４セット 25

15 第５セット 8

要
約
レ
ポ
l
ト

　ファイナル８・Bグループ、プレミアカンファレンス２位の岡山シーガルスとスターカンファレンス３位のトヨタ車体クインシーズとの対戦。
　第１セット、序盤、トヨタ車体はネリマン、薮田のスパイク、荒木のブロックなどで得点した。対する岡山は金田、佐々木のスパイクで得点を重ねた。中盤以降は岡山が川島、及川のスパイクなどで徐々
に点差を広げて、最後は金田のスパイクでセットを先取した。
　第２セット、序盤からトヨタ車体が内瀬戸のスパイクやブロックでリードした。中盤、岡山はセッターを宇賀神に代え、金田のスパイクなどで点差を縮めたが、終盤はトヨタ車体が薮田のスパイクやサー
ブなどで得点し、粘る岡山を振り切りセットを取り返した。
　第３セット、一進一退の攻防が展開されたが、岡山が金田のスパイクで徐々に点差を広げた。トヨタ車体は選手交代で流れを変えようとしたが、岡山が佐々木、渡邊のスパイクなどで得点し、そのままセ
ットを取得した。
　第４セット、序盤からトヨタ車体はネリマンのスパイクで得点を重ねた。岡山は粘り強いレシーブから渡邊、金田のスパイクで応戦し追い上げたが、トヨタ車体が逃げ切りセットを取り返した。
　第５セット、岡山は金田の活躍で序盤からリードし、トヨタ車体はネリマン、薮田のスパイクで応戦したが、岡山が佐々木のスパイクで点差を広げ、最後は金田のスパイクで得点し、フルセットの接戦を
制した。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


